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広
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ル
ク
会

四
月
二
日
　
西
部
事
業
所
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神
石
地
域
酪
農
女
性
部

甲
奴
郡
酪
農
女
性
部

三
月
七
日
　
峠
茶
屋

四
月
九
日
　
東
部
事
業
所

　

神
石
地
域
酪
農
女
性
部（
部
長
山
本
礼
子
）は
、
二
年
毎
に

行
う
総
会
を
峠
茶
屋
で
開
催
し
た
。

　

会
計
担
当
の
河
上
ひ
ろ
み
さ
ん
よ
り
、
平
成
二
十
四
年
度

と
二
十
五
年
度
の
会
計
報
告
が
行
わ
れ
た
。
神
石
地
域
も
現

在
三
戸
に
な
り
行
事
の
開
催
が
難
し
い
中
、
元
酪
農
仲
間
を

誘
っ
て
時
々
、
食
事
会
を
開
き
、
情
報
交
換
の
場
に
し
よ
う

と
の
提
案
に
全
員
が
了
承
さ
れ
た
。
ま
た
、
新
部
長
に
は
藤

井
登
喜
子
さ
ん
が
選
任
さ
れ
た
。

新
部
長
に
藤
井
登
喜
子
さ
ん
決
定

　

広
酪
西
部
ミ
ル
ク
会（
会
長

砂
子
靖
子
）は
総
会
を
開
催
し
、

会
員
他
十
五
名
が
参
加
し
た
。

上
程
さ
れ
た
平
成
二
十
五
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
、

並
び
に
平
成
二
十
六
年
度
事
業

計
画
案
・
収
支
予
算
案
は
何
れ

も
承
認
さ
れ
た
。
役
員
選
任

議
案
で
は
会
長
に
西
原
美
和
さ

ん
、副
会
長
に
山
田
愛
子
さ
ん
、

福
原
美
江
さ
ん
、
監
査
に
福
島

孝
子
さ
ん
が
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
岩
竹
重
城
組

合
長（
広
酪
）は
「
最
近
の
酪
農
情
勢
」に
つ
い
て
の
講
演
を

行
い
、
飼
料
高
騰
や
前
年
対
比
を
下
回
る
生
乳
生
産
量
な

ど
、
酪
農
情
勢
は
益
々
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
乳
価
値
上
交
渉
に
臨
む
為
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
、

組
合
員
の
生
産
費
調
査
表
を
提
出
し
て
欲
し
い
と
訴
え
、

生
産
コ
ス
ト
を
抑
え
る
為
に
も
安
価
で
良
質
な
広
酪
の
Ｔ

Ｍ
Ｒ
を
使
っ
て
頂
き
た
い
と
呼
び
か
け
た
。
そ
し
て
、
乳

質
改
善
に
関
し
て
は
牛
の
状
態
な
ど
細
や
か
な
観
察
が
出

来
る
女
性
が
適
し
て
い
る
と
会
員
を
前
に
力
強
く
講
演
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
市
川
貴
英
所
長（
全
酪
連
三
次
駐
在
員
事
務
所
）

か
ら
は
、「
哺
育
育
成
管
理
」と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
、

出
生
直
後
や
日
々
の
管
理
は
重
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ

た
。

　

講
演
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
食
事
を
し
な
が
ら
和
気
あ

い
あ
い
と
話
が
飛
び
交
い
、
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
た
。

　

甲
奴
郡
酪
農
女
性
部（
部
長
溝
辺
博
子
）は
、
平
成
二
十
五

年
度
総
会
を
開
催
し
、
十
三
名
が
出
席
し
た
。
冒
頭
で
溝
辺

部
長
は
「
最
近
年
を
感
じ
る
。
皆
さ
ん
事
故
や
病
気
に
注
意

し
元
気
に
酪
農
を
続
け
て
行
き
ま
し
ょ
う
」と
部
員
へ
呼
び
か

け
、
議
題
に
入
っ
た
。

　

事
業
計
画
で
は
東
部
管
内
女
性
部
に
呼
び
か
け
、
松
江
道

を
利
用
し
て
七
月
に
出
雲
大
社
へ
の
旅
行
を
決
定
し
た
。

　

役
員
改
選
で
、
新
部
長
に
松
本
美
喜
枝
さ
ん
、
副
部
長
に

伊
達
と
も
え
さ
ん
が
選
任
さ
れ
た
。

　

総
会
後
は
新
部
長
の
就
任
挨
拶
で
「
無
理
の
な
い
行
事
で
、

よ
り
参
加
し
や
す
い
取
り
組
み
を
し
て
行
き
ま
す
の
で
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
」と
述
べ
ら
れ
、
食
事
を
し
な
が
ら

和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
た
。

　

自
宅
へ
の
お
土
産
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
と
し
て
全
戸
へ

「
ア
メ
リ
カ
ン
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」と
「
ミ
ニ
ば
ら
」、
そ
し
て
乳
製

品
消
費
拡
大
に
広
島
産
牛
乳
と
チ
ー
ズ
の
配
布
を
行
い
、
今

年
度
事
業
へ
の
取
り
組
み
に
意
欲
的
な
総
会
と
な
っ
た
。

更
に
結
束
を

新
会
長
に
西
原
美
和
さ
ん

地

域

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

c o m m u n i t y

事
故
や
病
気
に
注
意
！
元
気
に
酪
農
を
！

新
部
長
に
松
本
美
喜
枝
さ
ん

三
次
市
酪
農
振
興
会

四
月
六
日
　
三
次
市
尾
関
山
公
園
周
辺

　

三
次
市
酪
農
振

興
会（
会
長
橋
本

洋
資
）
と
ミ
ル
ク

フ
ァ
ー
ム
Ｈ
Ａ
Ｒ

Ｕ
は
、
三
次
市

三
次
町
周
辺
で

開
催
さ
れ
た
「
第

二
十
九
回
三
次
さ

く
ら
祭
」に
出
店

し
た
。

　

朝
か
ら
雨
が
降

り
、
強
風
で
テ
ン

ト
が
揺
れ
、
時
に

は
ヒ
ョ
ウ
が
降
る
等
不
安
定
な
天
候
で
、
気
温
の
低
い
一

日
で
あ
っ
た
が
、
午
後
か
ら
は
晴
れ
間
も
見
え
、
来
場
者

は
全
体
で
お
よ
そ
二
万
人
と
昨
年
を
上
回
る
数
で
あ
っ
た
。

　

同
振
興
会
か
ら
は
橋
本
会
長
を
は
じ
め
五
名
が
参
加
、

ブ
ー
ス
に
立
っ
て
乳
製
品
の
販
売
や
ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
の
試

飲
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
等
に
あ
た
り
、
中
で
も
橋
本
会

長
手
作
り
の
乳
搾
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
、
子
ど
も
た
ち
に

大
人
気
で
あ
っ
た
。

　

今
年
は
ス
テ
ー
ジ
で
の
Ｐ
Ｒ
機
会
が
あ
り
、
ミ
ル
ク

フ
ァ
ー
ム
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ
の
盛
崎
伸
治
店
長
が
店
舗
Ｐ
Ｒ
を
行

い
、
橋
本
会
長
か
ら
は
三
次
市
の
酪
農
情
勢
に
加
え
、「
牛

乳
を
飲
み
ま
し
ょ
う
！
」の
幟
を
片
手
に
持
ち
、
愛
飲
を
来

場
者
へ
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

三
次
さ
く
ら
祭
二
万
人

牛
乳
愛
飲
を
Ｐ
Ｒ
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あ
き
た
か

た
酪
農
振
興

会（
会
長
泉
秀

利
）は
花
見
会

を
開
催
し
、

お
花
見
日
和

に
誘
わ
れ
て

酪
農
家
、
市

議
会
議
員
、

酪
農
関
係
機

関
等
か
ら
総

勢
三
十
名
の

参
加
が
あ
っ

た
。

　

泉
会
長
は
「
今
年
植
樹
し
た
桜
の
苗
も
も
う
芽
吹
き
、

一
輪
咲
い
た
桜
木
も
あ
り
ま
し
た
。
五
年
後
、
十
年
後

が
楽
し
み
で
す
。
そ
れ
ま
で
、
私
た
ち
も
厳
し
い
酪
農

情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
希
望
を
持
っ
て
会
員
一
同
頑

張
っ
て
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。
飼
料
イ
ネ
の
方
向
性
も

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
挨
拶
し
、
児
玉

県
議
会
議
員
か
ら
は
「
情
報
交
換
を
行
い
、
要
望
が
あ

れ
ば
行
政
へ
投
げ
か
け
て
下
さ
い
。
一
緒
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」と
エ
ー
ル
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
鈴
木
道
弘
代
表
理
事
専
務（
広
酪
）は
「
新
生
み

わ
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た
こ
と
で
、
酪
農
家
の

経
営
安
定
と
生
乳
生
産
コ
ス
ト
抑
制
に
取
り
組
み
、
酪

　

北
広
島
町
酪
農
団
体
連
絡
協
議
会（
会
長
宮
村
道
徳
）は
、

西
部
事
業
所
前
に
咲
く
満
開
の
桜
の
下
に
、
会
員
・
家
族
、

関
係
団
体
か
ら
参
加
者
七
十
名
が
集
い
交
流
会
を
行
っ
た
。

　

宮
村
道
徳
会
長
は
、「
組
合
員
は
飼
料
価
格
も
高
騰
し
、
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
新
潟

県
で
は
学
校
給
食
か
ら
牛
乳
が
消
え
、
大
変
遺
憾
な
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
厳
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
団
結
し
て
頑
張
ろ

う
」と
挨
拶
を
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
北
広
島
町
長
箕
野
博
司
氏
は
、
日
頃
の
町

政
へ
の
感
謝
と
、
今
後
の

酪
農
事
業
を
頑
張
っ
て
頂

く
よ
う
激
励
し
、
町
と
し

て
も
応
援
し
た
い
と
挨
拶

さ
れ
た
。

　

交
流
会
は
、
農
業
共
済

組
合
関
係
者
の
歓
送
迎
も

兼
ね
ら
れ
て
お
り
、
今
年

度
か
ら
県
内
一
円
と
な
っ

た
広
島
県
農
業
共
済
組
合

の
北
広
島
支
所
メ
ン
バ
ー

が
紹
介
さ
れ
た
。

　

参
加
者
は
日
頃
の
作
業

や
乳
質
改
善
に
向
け
た
意

欲
的
な
会
話
も
弾
み
、
和

気
藹
々
の
も
と
に
一
日
を

過
ご
し
た
。

　

甲
奴
郡
酪
農
組
合（
組
合
長
伊
達
薫
）の
役
員
六
名
は
、

本
格
的
な
夏
場
を
控
え
て
、
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
冷
却
能
力

の
保
持
、
乳
質
向
上
を
目
的
に
管
内
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
の

個
別
巡
回
清
掃
に
あ
た
っ
た
。

　

該
当
組
合
員
全
戸
を
巡
回
し
、
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
の
冷

凍
機
の
掃
除
を
行
い
、
乳
質
改
善
事
業
の
一
環
と
し
て
Ｐ

Ｌ
テ
ス
タ
ー
を
配
布
し
た
。

　

巡
回
終
了
後
は
東
部
事
業
所
に
お
い
て
状
況
報
告
と
役

員
会
を
開
き
、
バ
ル
ク
清
掃
が
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
役
立

つ
こ
と
を
信
じ
、
清
掃
巡
回
を
終
え
た
。

c o m m u n i t y

桜
と
共
に
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う

桜
の
下
で
「
乳
質
改
善
」を
誓
う

バ
ル
ク
清
掃
巡
回

高
宮
ミ
ル
ク
ボ
ー
イ

北
広
島
町
酪
農
団
体
連
絡
協
議
会

甲
奴
郡
酪
農
組
合

四
月
十
六
日
　
高
宮
ミ
ル
ク
ボ
ー
イ

四
月
十
五
日
　
西
部
事
業
所

四
月
十
七
日
　
管
内
組
合
員
の
牧
場

農
家
の
皆
さ
ん
に
一
円
で
も
安
い
飼
料
を
提
供
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
期
待
し
て
い

ま
す
」と
述
べ
、
花
見
会
で
は
各
関
係
機
関
の
情
報
交
換
等

を
行
い
な
が
ら
、
和
や
か
な
一
時
を
過
ご
し
た
。
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西
部
楽
酪
会

上
下
町
酪
農
組
合

四
月
十
七
日
　
和
田
牧
場

四
月
二
十
四
日
　
東
部
事
業
所

西
部
楽
酪
会

四
月
十
八
日
　
西
部
事
業
所

　

西
部
楽
酪

会（
会
長
砂
子

拓
也
）
は
平
成

二
十
五
年
度

総
会
・
花
見

を
開
催
し
、
会

員
他
九
名
が

出
席
し
た
。

　

議
案
に

は
①
平
成

二
十
五
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
②
平
成
二
十
六
年
度
事

業
計
画
・
収
支
予
算（
案
）、
③
会
費
の
請
求
を
上

程
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
は
花
見
会
を
開
催
し
、
四
月
十
七

日
に
行
わ
れ
た
和
田
牧
場
の
視
察
研
修
の
報
告
会

を
西
部
事
業
所
の
加
藤
祐
一
技
師
が
行
い
、
意
識

高
揚
と
情
報
共
有
を
図
っ
た
。

　

参
加
会
員
は
和
気
藹
々
に
語
り
合
い
、
日
頃
の

ス
ト
レ
ス
発
散
や
こ
れ
か
ら
の
酪
農
に
つ
い
て
熱

く
語
り
盛
り
上
が
っ
た
会
と
な
っ
た
。

牧
場
視
察
の
刺
激
を
受
け

経
営
意
欲
を
増
す

　

西
部
楽
酪
会（
会
長
砂
子

拓
也
）
は
、
経
営
手
法
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
た
め
、
和
田

牧
場（
庄
原
市
東
城
町
）を
視

察
し
た
。
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル

牛
舎
の
和
田
牧
場
は
、
年
間

一
万
一
千
ト
ン
を
超
え
る
生

乳
生
産
量
で
、
飼
料
は
自
給

粗
飼
料
を
基
本
と
し
た
自
家

製
Ｔ
Ｍ
Ｒ
を
給
与
。
西
部
楽

酪
会
の
会
員
の
多
く
も
自
給

飼
料
を
作
付
け
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
給
与
方
法
に
興
味

を
示
さ
れ
て
い
た
。

　

給
与
飼
料
の
品
質
は
年
間
を
通
じ
て
同
じ
物
を
給
与
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
で
の
個
体
管

理
も
一
頭
一
頭
に
目
が
行
き
届
く
な
ど
、
充
実
し
た
経
営
ス
タ
イ

ル
を
自
ら
の
牧
場
に
も
活
か
そ
う
と
そ
の
手
法
を
学
び
、
中
身
の

濃
い
研
修
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
和
田
慎
吾
氏
は
牧
場
概
要
を
説
明
す
る
中
で
、「
目
標
を

高
く
持
ち
、
有
言
実
行
す
る
。
厳
し
い
酪
農
情
勢
の
中
で
志
を
高

く
持
つ
の
は
難
し
い
が
、
口
に
出
す
事
は
必
要
で
あ
る
」と
、
こ
れ

か
ら
の
酪
農
を
担
う
若
い
酪
農
経
営
者
に
エ
ー
ル
を
贈
っ
た
。

　

上
下
町
酪
農
組
合（
組
合
長
角
康
晴
）は
平
成
二
十
五
年

度
総
会
を
開
催
し
、
組
合
員
や
関
係
機
関
等
か
ら
十
三
名

が
出
席
し
た
。

　

角
組
合
長
は
事
業
概
要
を
説
明
す
る
際
、「
三
重
苦
の
よ

う
な
今
の
状
況
で
あ
る
が
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

を
図
り
互
い
に
協
力
し
て
持
続
可
能
な
酪
農
を
目
指
し
た

い
」と
組
合
員
へ
呼
び
か
け
た
。

　

協
議
事
項
で
は
第
一
号
議
案
か
ら
四
号
議
案
ま
で
全
て

承
認
さ
れ
、
今
年
度
も
優
秀
精
液
配
布
事
業
を
中
心
に
町

内
の
牛
群
向
上
と
乳
質
改
善
に
努
力
し
、
飼
養
管
理
な
ど

の
研
修
会
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
方
針
を
固
め
た
。

ま
た
、
府
中
市
か
ら
は
池
田
牧
場
が
取
り
組
ま
れ
る
食
育

活
動
や
、
広
酪
製
造
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い

た
。

　

総
会
後
は
広
島
県
東
部
畜
産
事
務
所
よ
り
、
府
中
市
の

耕
畜
連
携
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
、
飼
料
イ
ネ

の
利
用
状
況
や
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
課
題
等
が
報
告
さ
れ
た
。

目
標
を
高
く
有
言
実
行
！ 

和
田
氏
の
経
営
ス
タ
イ
ル
に
学
ぶ
！

地

域

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

c o m m u n i t y

持
続
可
能
な
酪
農
を
目
指
し
て

飼
養
管
理
研
修
会
に
積
極
的
参
加
を

なるほど…


